
第３次加東市配偶者等暴力（ＤＶ）対策基本計画　進捗管理票（指標）

★印は計画の数値目標となっている指標

基本目標Ⅰ　相談体制の充実

基本的方向　１．相談窓口体制の周知と充実

（1）加東市配偶者暴力相談支援センターの周知と充実

目標値
Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９

福祉総務課 相談窓口の周知回数　★ 年1回  年1回 年1回以上

（2）相談窓口の周知と充実

目標値
Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９

福祉総務課 「女性のための相談」延べ件数 17件 18件 24件

（3）相談者の特性（障害者、高齢者、性的マイノリティ、外国人等）に応じた情報提供や相談支援

目標値
Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９

社会福祉課 手話通訳者・登録要約筆記者数 13人 14人 15人

社会福祉課
情報アクセスビリティに関連した
研修会の開催回数

0回 12回 年1回

高齢介護課 権利擁護研修の参加者数 20人 25人 30人

基本目標Ⅲ　被害者の自立支援と生活再建の支援

基本的方向　２．被害者の子どもへの支援

（2）スクールカウンセラーの配置による心理的ケアの実施

目標値
Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９

学校教育課 相談対応件数 1,578件 1,233件 1,640件

基本目標Ⅳ　ＤＶを許さない意識づくりの推進

基本的方向　１．ＤＶ防止に向けた市民・事務所等への啓発

（1）冊子やカードなどの啓発グッズの配布

目標値
Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９

福祉総務課
リーフレットやサポートカードの設
置か所数

39か所 55か所 43か所

（2）市民向け講演会の開催

目標値
Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９

人権協働課 男女共同参画セミナー実施回数 11回 9回 10回

（3）「女性に対する暴力をなくす運動」（11月12日～11月25日）の周知

目標値
Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９

福祉総務課
パープルリボンキャンペーンの街
頭啓発実施回数　★

年1回 年1回 年3回以上
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基本的方向　２．子ども・若者に対する予防啓発と相談体制の充実

（1）デートＤＶ防止教育・啓発の実施

目標値
Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９

福祉総務課 デートＤＶ防止授業の実施回数 2回 3回 4回

（2）発達段階に応じた教育・啓発の実施

目標値
Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９

人権協働課 ハラスメント防止等の啓発回数 1回 3回 3回

学校教育課
児童生徒アンケートにおいて「人
が困っているときは、進んで助け
ているか」の設問に肯定的な回答

55.6% 53.7% 61.0%

こども教育課
「人権啓発プログラム」実施施設
の割合

46.7% 100% 70.0%

こども教育課
人権感覚を育むためのプログラ
ム開催回数（講座開催数）　★

年3回 年3回 年3回以上

基本的方向　３．ＤＶに関する調査研究

（1）市民への意識調査の実施

目標値
Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９

福祉総務課
市民意識調査において「被害者
がどこ（だれ）にも相談しなかっ
た」と回答した割合　★

53.7% ― 45.0%

福祉総務課
市民のデートＤＶの認知度（知っ
ている人の割合）　★

50.1% ― 50.0%

福祉総務課
高校生のデートＤＶの認知度
（知っている人の割合）　★

68.5% ― 75.0%

基本目標Ⅴ　連携体制の充実

基本的方向　１．庁内連携体制の整備

（2）加東市ＤＶ防止ネットワーク会議の開催

目標値
Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９

福祉総務課
加東市ＤＶ防止ネットワーク会議
の開催回数　★

年1回 年1回 年1回以上

基本的方向　３．支援を担う人材の育成

（1）職員に対する教育の実施

目標値
Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９

人事課 研修の出席率 64.7% 58.4% 90.0%
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